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新
出
の
模
写
本
「
熊
野
懐
紙
〈
河
辺
落
葉
・
旅
宿
冬
月
〉」
と

徳
川
家
康
に
お
け
る
藤
原
定
家
の
筆
跡
愛
好
に
つ
い
て

N
ew

ly found copies of K
um

ano K
aishi and T

okugaw
a Ieyasu as a devotee of Fujiw

ara T
eika's 

handw
riting

髙　

橋　

利　

郎

T
oshiro T

akahashi

序
　

平
成
二
十
四
年
、
成
田
山
書
道
美
術
館
で
「
熊
野
懐
紙
」
の
模
写
本
と
考
え

ら
れ
る
掛
幅
を
収
蔵
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
懐
紙
に
は
、『
拾
遺
愚
草
』
に
収

録
さ
れ
る
藤
原
定
家
の
歌
が
二
首
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
後
鳥
羽
上
皇
の

建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）、
熊
野
御
幸
に
同
道
し
た
定
家
が
、
滝
尻
王
子
で
詠

ん
だ
法
楽
和
歌
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
、
こ
の
歌
が
記
さ
れ
た
定
家
自
筆
の
「
熊
野
懐
紙
」
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

原
本
が
不
明
で
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
歌
題
や
書
式
な
ど
か
ら
見
て
、
こ

れ
が
藤
原
定
家
自
筆
の
「
熊
野
懐
紙
」
の
模
写
本
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
掛
幅
を
納
め
る
箱
の
蓋
表
に
は
、「
権
現
様
御
筆
」
と
い
う

墨
書
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
徳
川
家
康
が
定
家
の
懐
紙
を
模
写
し
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
。
家
康
は
定
家
の
書
を
愛
好
し
、
実
際
に
「
小
倉
色
紙
」
な
ど
を

模
写
し
た
遺
墨
が
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
と
の
比
較
に
お
い
て
、

こ
の
模
写
本
「
熊
野
懐
紙
〈
河
辺
落
葉
・
旅
宿
冬
月
〉」
も
家
康
筆
で
あ
る
可

能
性
が
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
模
写
本
「
熊
野
懐
紙
〈
河
辺
落
葉
・
旅
宿
冬
月
〉」
の
概
要
を

紹
介
し
、
定
家
が
揮
毫
し
た
と
考
え
ら
れ
る
原
本
を
想
定
す
る
と
同
時
に
、
家

康
の
定
家
愛
好
と
、
こ
の
懐
紙
の
家
康
自
筆
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
に
し
た
い
。

第
一
章　

模
写
本
「
熊
野
懐
紙
〈
河
辺
落
葉
・
旅
宿
冬
月
〉」
に
つ
い
て

　

第
一
節　

現
状
と
伝
来

　

ま
ず
、
模
写
本
の
現
状
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

本
紙
は
素
紙
で
、
縦
三
十
三
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
五
〇
・
四
セ
ン
チ
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い
は
な
み
の
ひ
ゝ
き
は
い
そ
く

た
ひ
の
い
ほ
を
し
つ
か
に

す
く
る
ふ
ゆ
の
月
か
け

　

紙
片
に
記
さ
れ
た
「
伯
爵
酒
井
忠
興
」
は
、
十
代
目
姫
路
藩
主
酒
井
忠
邦

（
一
八
五
四
─
一
八
七
九
）
の
子
で
、
園
芸
家
と
し
て
知
ら
れ
た
酒
井
忠
興

（
一
八
七
九
─
一
九
一
九
）。
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
母
、
文
子
の
あ
と

を
受
け
て
伯
爵
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
紙
片
は
、
叙
爵
以
降
、
歿
年
ま
で

の
間
に
、
い
ず
れ
か
の
展
覧
会
な
ど
に
貸
し
出
し
さ
れ
た
際
に
付
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

酒
井
家
の
蔵
帳
に
は
、
忠
興
の
在
世
中
の
明
治
三
十
五
年
に
書
写
さ
れ
た
旨

の
奥
書
を
有
す
る
「
姫
路
酒
井
家
宝
器
明
細
簿
」
が
あ
る
［
註
１
］。
親
本
は

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
か
ら
九
年
に
か
け
て
、
五
代
目
藩
主
忠
学
（
一
八
〇

八
─
一
八
四
四
）
が
編
集
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
乾
坤
二
冊
に
分
か
れ
た
坤
の

「
書
画
門
」
の
「
書
之
部
」
に
は
、「
家
康
公
筆
」
と
し
て
六
件
の
遺
墨
が
列
挙

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
一
件
に
「
そ
め
し
あ
さ
を 

小
横
物
一
幅
」
と
い

う
記
載
が
あ
る
。「
そ
め
し
あ
さ
を
」
は
「
そ
め
し
あ
き
を
」
の
誤
写
だ
ろ
う
。

こ
の
一
幅
が
、
こ
こ
に
掲
げ
た
模
写
本
「
熊
野
懐
紙
〈
河
辺
落
葉
・
旅
宿
冬

月
〉」
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
少
な
く
と
も
忠
学
の
時
代
か
ら

忠
興
の
時
代
ま
で
、
こ
れ
が
姫
路
酒
井
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

メ
ー
ト
ル
［
図
一
］。
三
段
表
具
の
掛
幅
装
で
、
天
地
に
は
薄
茶
地
雲
龍
丸
文

金
紗
、
中
廻
し
と
風
帯
に
は
紺
地
雁
金
文
金
襴
、
一
文
字
に
は
茶
地
丸
龍
文
金

襴
を
用
い
て
い
る
。
軸
先
は
象
牙
の
切
軸
。
透
過
光
で
確
認
す
る
と
、
折
れ
の

強
い
部
分
に
数
か
所
補
紙
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と

も
一
度
、
装
幀
が
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
箱
は
桐
の
印
籠
箱
で
、

蓋
の
四
方
に
丁
寧
な
面
取
り
が
施
さ
れ
、
全
体
に
透
明
な
漆
が
掛
け
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
蓋
表
に
は
「
権
現
様
御
筆 

そ
め
し
あ
き
を
」
と
墨
書
さ
れ

て
い
る
［
図
二
］。
箱
書
き
の
書
風
も
含
め
、
全
体
的
に
時
代
を
感
じ
さ
せ
る

仕
立
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
箱
に
は
、「
東
照
公
筆
定
家
卿
熊
野
懐
紙
写 

壹
幅 

伯
爵
酒
井
忠
興
君
」
と
墨
書
さ
れ
た
短
冊
状
の
紙
片
が
掛
幅
と
と
も
に
納
め
ら

れ
る
［
図
三
］。
幅
を
包
む
絹
布
に
は
丸
に
三
ツ
葉
葵
の
紋
が
染
め
抜
か
れ
、

左
端
に
は
や
は
り
「
東
照
宮
御
筆 

そ
め
し
秋
を
」
と
い
う
墨
書
が
見
ら
れ
る
。

　

本
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
端
作
と
位
署
、
題
を
そ
れ
ぞ
れ
一
行
に
、
二
首

の
歌
は
三
行
に
書
く
。
行
割
も
そ
の
ま
ま
示
す
こ
と
に
す
る
。

詠
河
邊
落
葉
和
謌

　

左
近
権
少
将
藤
原
定
家

そ
め
し
あ
き
を
く
れ
ぬ
と

た
れ
か
い
は
た
か
は
ま
た
な

み
こ
ゆ
る
や
ま
ひ
め
の
そ
て

　

旅
宿
冬
月
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と
こ
ろ
で
、
茶
の
湯
を
は
じ
め
書
画
に
通
じ
た
酒
井
忠
以
（
一
七
五
六
─
一

七
九
〇
）
は
、
姫
路
藩
の
二
代
目
の
藩
主
で
あ
る
。
酒
井
抱
一
（
一
七
六
一
─

一
八
二
九
）
は
そ
の
実
弟
。
宗
雅
と
号
し
た
忠
以
に
は
、『
逾
好
日
記
』（
三

巻
）
と
称
さ
れ
る
茶
会
記
が
遺
さ
れ
て
い
る
［
註
２
］。
こ
れ
に
は
一
一
二
の

自
会
記
と
六
十
六
の
他
会
記
が
収
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
に
お
け
る
道
具
立

て
も
細
か
く
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
会
記
に
家
康
の
書
を
見
出
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
ま
た
、
藤
原
定
家
の
遺
墨
と
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
粟
田
添
星
が

宗
雅
時
代
の
酒
井
家
の
蔵
帳
を
再
現
す
べ
く
編
集
し
た
『
酒
井
蔵
帳
』
に
も
、

こ
の
幅
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
［
註
３
］。
こ
の
幅
は
、
宗
雅
の
時
代

以
降
に
酒
井
家
に
入
庫
し
、
美
術
品
の
移
動
が
活
発
に
な
っ
た
近
代
を
迎
え
て

巷
間
に
出
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
節　

原
本
の
想
定
と
そ
の
位
置
付
け

　
「
河
辺
落
葉
・
旅
宿
冬
月
」
の
二
首
は
、
藤
原
定
家
の
自
撰
家
集
『
拾
遺
愚

草
』
下
の
「
神
祇
」
の
部
に
そ
れ
ぞ
れ
題
と
と
も
に
収
め
ら
れ
て
い
る
［
註

４
］。
神
祇
の
部
三
十
四
首
の
う
ち
に
は
、
他
に
も
熊
野
に
関
連
す
る
歌
が
十

七
首
見
ら
れ
、
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）、
後
鳥
羽
院
の
熊
野
御
幸
に
供
奉
し

た
定
家
が
、
熊
野
詣
に
ひ
と
き
わ
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
熊
野
御
幸
記
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
首
の
歌
が
詠
ま
れ
た
の
は
、
こ
の
年

の
十
月
十
三
日
の
こ
と
で
あ
る
［
註
５
］。
四
十
歳
の
定
家
は
、
十
月
五
日
か

ら
二
十
六
日
ま
で
の
間
、
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
御
幸
に
随
伴
し
た
。
本
宮
へ
と

向
か
う
途
中
の
十
三
日
、
院
の
一
行
は
田
辺
に
い
た
。
前
日
、
院
も
定
家
も
こ

の
田
辺
で
潮
垢
離
を
行
い
、
十
三
日
に
秋
津
王
子
、
稲
葉
根
王
子
な
ど
を
経
て

岩
田
川
を
渡
っ
た
。
ほ
ど
な
く
鮎
川
王
子
に
至
っ
て
川
辺
の
美
し
い
紅
葉
を
目

に
し
な
が
ら
滝
尻
に
着
い
た
。
こ
こ
で
先
の
懐
紙
の
和
歌
が
詠
ま
れ
た
の
で
あ

る
。「
熊
野
御
幸
記
」
に
は
、
歌
会
の
様
子
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

入
夜
、
給
題
、
使
者
遅
来
云
々
、
即
詠
之
持
参
、
如
例
、
披
講
之
間
、
参

入
、
読
上
了
退
出
、
参
此
王
子
、
帰
宿
所
。

　
　
　
　

河
辺
落
葉

　
　
　

そ
め
し
秋
を
く
れ
ぬ
と
た
れ
か
い
は
た
河

　
　
　

ま
た
な
み
こ
ゆ
る
山
姫
の
そ
て

　
　
　
　

旅
宿
冬
月

　
　
　

た
き
か
は
の
ひ
ゝ
き
は
い
そ
く
た
ひ
の
い
ほ
を

　
　
　

し
つ
か
に
す
く
る
ふ
ゆ
の
月
か
け

　

夜
に
な
っ
て
題
を
賜
り
、
岩
田
川
の
川
辺
の
美
し
い
紅
葉
や
旅
路
の
月
夜
を

早
々
に
詠
み
上
げ
て
、
院
の
御
所
に
持
参
し
た
。
講
師
は
定
家
、
稲
葉
根
王
子

へ
の
奉
納
歌
で
あ
る
。
二
首
目
の
初
句
は
、「
熊
野
御
幸
記
」
に
「
た
き
が
は

の
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
懐
紙
に
は
「
い
は
な
み
の
」
と
し
て
い
る
。

『
拾
遺
愚
草
』
も
同
様
に
「
い
は
浪
の
」
と
し
て
い
て
、
懐
紙
の
歌
と
共
通
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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定
家
は
こ
の
ほ
か
、
四
日
前
の
十
月
九
日
に
藤
代
王
子
で
「
深
山
紅
葉
・
海

辺
冬
月
」、
翌
日
の
十
月
十
四
日
に
は
「
峯
月
照
松
・
浜
月
似
雪
」
の
歌
を
遺

し
、
こ
れ
ら
を
揮
毫
し
た
和
歌
懐
紙
が
現
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
十
三
年

（
一
九
二
四
）
六
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
売
立
て
の
目
録
、『
市
内
某
家
所
蔵

入
札
目
録
』（
東
京
美
術
倶
楽
部
）
に
掲
載
さ
れ
る
「
深
山
嵐
・
滝
間
月
・
寺

落
葉
」
も
、
定
家
自
筆
の
「
熊
野
懐
紙
」
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

［
註
６
］。

　
「
熊
野
懐
紙
」
の
う
ち
「
深
山
紅
葉
・
海
辺
冬
月
」（
個
人
蔵
・
図
四
）
は
、

本
紙
が
縦
二
九
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
七
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
掛

幅
装
で
、
重
要
美
術
品
に
認
定
さ
れ
て
い
る 

［
註
７
］。
題
と
位
署
を
そ
れ
ぞ

れ
一
行
に
、
歌
を
三
行
に
書
く
。
行
間
や
行
頭
は
比
較
的
整
っ
て
い
る
が
、
句

切
れ
な
ど
は
気
に
せ
ず
に
行
替
え
が
行
わ
れ
て
い
る
。
二
首
懐
紙
の
場
合
、
歌

を
五
七
、
五
七
、
七
と
い
う
ふ
う
に
行
替
え
を
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
現

存
す
る
「
熊
野
懐
紙
」
を
通
覧
す
る
限
り
、
定
家
に
限
ら
ず
、
必
ず
し
も
こ
の

書
式
が
守
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

穂
先
の
よ
く
効
い
た
筆
を
用
い
た
も
の
と
見
え
、
ふ
っ
く
ら
と
丸
み
の
あ
る

筆
画
と
毛
筋
ほ
ど
の
伸
び
や
か
な
線
と
が
好
対
照
を
成
し
て
い
る
。
横
画
を
水

平
に
取
り
文
字
を
扁
平
に
作
る
と
同
時
に
、
連
綿
を
抑
え
た
い
わ
ゆ
る
定
家
様

の
書
風
が
顕
著
な
懐
紙
で
あ
る
。

　

一
方
の
「
峯
月
照
松
・
浜
月
似
雪
」（
京
都
・
泉
屋
博
古
館
蔵
、
図
五
）
は
、

縦
三
一
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
九
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
紙
本
で
掛

幅
装
。
こ
れ
も
題
と
位
署
を
そ
れ
ぞ
れ
一
行
に
書
く
が
、
一
首
目
の
第
一
行
を

五
字
で
行
替
え
し
て
二
行
目
に
進
み
、
最
後
の
「
け
る
」
は
や
や
左
に
ず
ら
し

て
収
め
る
。
二
首
目
は
行
頭
を
次
第
に
下
げ
、
三
行
目
は
文
字
か
ら
文
字
へ
の

連
綿
に
し
た
が
っ
て
、
行
の
中
心
軸
を
右
へ
と
送
っ
て
い
く
。「
深
山
紅
葉
・

海
辺
冬
月
」
よ
り
も
さ
ら
に
書
式
に
拘
泥
し
な
い
、
散
ら
し
書
き
に
近
い
構
成

で
あ
る
。

　

紙
面
が
や
や
荒
れ
て
い
て
、
先
の
「
深
山
紅
葉
・
海
辺
冬
月
」
と
単
純
に
比

較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
い
く
ぶ
ん
肉
太
の
線
は
、
禿
筆
を
擦
り
つ
け
る

よ
う
に
し
て
書
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
少
な
く
と
も
表
現
の
上
か
ら
見
れ
ば
、

五
日
前
の
「
深
山
紅
葉
・
海
辺
冬
月
」
と
は
使
用
し
た
筆
が
異
な
る
も
の
と
想

像
さ
れ
る
。
筆
画
の
左
右
へ
の
振
幅
は
控
え
め
で
、
文
字
か
ら
文
字
へ
と
自
然

に
連
綿
し
て
い
く
。
一
文
字
ず
つ
丁
寧
に
書
き
進
め
た
「
深
山
紅
葉
・
海
辺
冬

月
」
よ
り
も
肩
の
力
を
抜
い
て
書
写
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
［
註
８
］。

　

ま
た
、「
深
山
紅
葉
・
海
辺
冬
月
」
の
位
署
に
は
「
左
近
衛
権
少
将
藤
原
定

家
」
と
記
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、「
峯
月
照
松
・
浜
月
似
雪
」
に
は
「
左
近
権

少
将
藤
原
定
家
」
と
「
衛
」
の
字
が
略
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
深
山
紅
葉
・

海
辺
冬
月
」
で
は
行
書
体
で
書
か
れ
る
「
将
」「
藤
原
」
の
字
を
、「
峯
月
照

松
・
浜
月
似
雪
」
で
は
か
な
り
く
ず
し
て
草
書
体
に
作
る
。
こ
れ
ら
を
、
禿
筆

の
使
用
や
書
式
に
こ
だ
わ
ら
な
い
構
成
、
自
然
な
連
綿
と
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
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「
峯
月
照
松
・
浜
月
似
雪
」
は
、
や
は
り
、「
深
山
紅
葉
・
海
辺
冬
月
」
よ
り
も

い
く
ら
か
楽
に
構
え
て
執
筆
さ
れ
た
懐
紙
と
推
察
さ
れ
る
。

　

こ
の
現
存
す
る
二
件
の
定
家
自
筆
の
「
熊
野
懐
紙
」
と
、
模
写
本
「
熊
野
懐

紙
〈
河
辺
落
葉
・
旅
宿
冬
月
〉」
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
の
模
写
本
は
、

性
質
的
に
「
峯
月
照
松
・
浜
月
似
雪
」
に
近
似
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
題
の

「
葉
」、
位
署
の
「
藤
原
」
が
草
書
体
に
く
ず
さ
れ
て
い
る
点
、
位
署
の
「
左
近

衛
」
の
「
衛
」
字
が
省
略
さ
れ
て
い
る
点
、
肉
太
な
筆
画
な
ど
が
共
通
点
と
し

て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

全
体
的
に
、
定
家
独
特
の
書
風
を
捉
え
、
題
の
冒
頭
「
謌
」
や
第
二
首
の
三

字
目
「
な
」
に
明
ら
か
な
補
筆
の
あ
と
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
慎
重
に
筆
を
運

び
な
が
ら
模
写
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
半
面
、
一
文
字
ず
つ

定
家
の
自
筆
懐
紙
と
比
較
す
る
と
、
原
本
の
字
形
を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
も
、

模
写
し
た
人
物
自
身
の
個
性
が
勝
っ
て
い
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

署
名
の
「
藤
」
の
く
ず
し
は
正
確
と
は
認
め
が
た
く
、
原
本
を
傍
ら
に
し
な
が

ら
全
体
的
な
形
を
印
象
的
に
写
し
取
る
に
留
ま
り
、
筆
路
ま
で
は
明
確
に
追
い

切
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

現
在
、「
河
辺
落
葉
・
旅
宿
冬
月
」
の
原
本
を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

以
上
、
推
測
の
範
囲
を
出
な
い
が
、
こ
の
原
本
は
、「
峯
月
照
松
・
浜
月
似
雪
」

に
共
通
す
る
書
写
態
度
で
揮
毫
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
構
成
や
文
字
の
使
用
は
、

こ
の
模
写
本
の
通
り
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
双
鉤
塡
墨
の

よ
う
な
精
巧
な
搨
模
本
と
い
う
よ
り
は
、
書
写
し
た
人
物
の
学
書
の
一
助
、
あ

る
い
は
過
眼
し
た
名
跡
の
印
象
を
留
め
る
た
め
の
臨
書
と
い
う
べ
き
模
本
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
章　

徳
川
家
康
の
定
家
愛
好

　

第
一
節　

徳
川
家
康
に
お
け
る
藤
原
定
家
の
書
跡
愛
好

　

箱
書
で
は
、
こ
の
懐
紙
の
筆
者
を
徳
川
家
康
と
す
る
。
家
康
が
定
家
の
書
を

愛
好
し
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
［
註
9
］。
こ
こ
で
改
め

て
史
料
や
家
康
の
所
蔵
品
な
ど
か
ら
、
そ
の
定
家
の
書
跡
愛
好
の
実
態
を
確
認

す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
は
、
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
か
ら
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
に
か

け
て
、
駿
府
城
に
隠
棲
し
た
家
康
の
動
静
を
記
録
す
る
「
駿
府
記
」
に
見
ら
れ

る
、
定
家
の
書
に
関
す
る
記
述
を
列
挙
す
る
［
註
10
］。

慶
長
十
九
年
七
月
十
日

冷
泉
中
納
言
従
江
戸
帰
府
、
出
御
前
、
定
家
卿
歌
書
被
為
見
、
歌
道
御

雑
談
、

同
七
月
十
四
日

今
日
定
家
自
筆
伊
勢
物
語
従
幕
下
被
進
、
土
井
大
炊
助
持
参
、
彼
本
奥

書
等
、
道
春
於
御
前
読
之
、
右
本
者
、
後
土
御
門
院
御
物
、
能
登
畠
山

入
道
拝
領
、
其
後
転
伝
、
三
好
修
理
大
夫
長
慶
所
持
之
、
三
好
没
落
以
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後
泉
州
堺
に
有
之
、
細
川
幽
斎
玄
旨
求
之
、
其
後
尾
州
下
野
守
殿
忠
吉

従
幽
斎
所
望
、
下
野
殿
御
死
去
後
、
被
進
幕
下
、

同
七
月
十
五
日

公
家
衆
諸
士
出
仕
、
彼
定
家
自
筆
本
伊
勢
物
語
、
日
野
唯
心
飛
鳥
井
冷

泉
令
見
給
、

同
七
月
十
六
日

今
日
冷
泉
為
満
定
家
筆
丗
六
人
歌
撰
一
冊
持
参
備
御
覧
、
定
家
自
筆
歌

書
、
冷
泉
家
重
宝
雖
多
之
、
殊
勝
筆
跡
云
々
、（
以
下
割
り
書
き
）
一

人
之
歌
十
首
宛
有
之
、
其
内
定
家
用
之
給
歌
、
十
首
之
内
二
首
宛
、
切

薄
砂
子
以
付
紙
押
之
云
々
、
歌
書
で
つ
て
う
と
ぢ
、
唐
組
打
交
糸
閉
之

云
々
、
本
者
四
半
本
也
云
々
、

同
八
月
九
日

今
日
尊
応
栄
雅
両
人
奥
書
之
定
家
古
今
集
、
逍
遥
院
称
名
院
筆
三
代
集
、

冷
泉
幷
公
家
衆
令
見
給
、
冷
泉
申
云
、
古
今
集
頗
不
審
云
々
、

同
八
月
十
日

公
家
衆
金
地
院
令
見
弘
法
心
経
、
道
風
佐
理
行
成
之
手
跡
、
尊
円
一
巻
、

逍
遥
院
、
称
名
院
筆
伊
勢
物
語
二
部
、
同
源
氏
物
語
系
図
二
巻
、
幷
定

家
筆
新
勅
撰
等
給
、
諸
人
驚
目
云
々
、

慶
長
二
十
年
閏
六
月
二
十
三
日

今
日
政
宗
持
参
定
家
自
筆
古
今
集
、
被
備
御
覧
、
召
冷
泉
中
納
言
為
満

令
見
給
、
政
宗
以
日
野
唯
心
言
上
云
、
於
御
意
入
者
進
上
申
度
由
、
再

往
被
申
之
、
雖
然
陸
奥
守
可
為
翫
弄
之
慰
之
由
被
仰
、
令
返
之
給
云
々
、

同
七
月
九
日

今
日
冷
泉
為
満
参
上
、
仍
令
問
源
氏
物
語
奥
入
之
事
給
所
、
定
家
自
筆

奥
入
所
持
之
、
而
揚
名
介
之
処
、
註
釈
之
上
、
却
而
銷
之
云
々
、

　

こ
れ
ら
の
記
録
の
上
で
、
家
康
が
所
持
し
て
い
た
定
家
の
書
は
、
後
土
御
門

院
旧
蔵
の
「
伊
勢
物
語
」、
青
蓮
院
尊
応
と
飛
鳥
井
栄
雅
の
奥
書
の
あ
る
「
古

今
集
」、「
新
勅
撰
和
歌
集
」、「
源
氏
物
語
奥
入
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

「
古
今
集
」
に
つ
い
て
は
、
冷
泉
為
満
が
「
頗
不
審
」
と
言
い
、
真
偽
に
疑
問

が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
定
家
卿
歌
書
」、
箔
や
砂
子
で
装
飾
さ
れ
た
料
紙
を
用
い
た
「
丗
六

人
歌
撰
」、
粘
葉
装
の
「
定
家
自
筆
歌
書
」
の
三
件
は
、
冷
泉
為
満
が
所
蔵
す

る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
伊
達
政
宗
（
一
五
六
七
─
一
六
三
六
）
所
蔵
の

「
古
今
集
」
も
過
眼
し
て
い
る
。
家
康
が
こ
の
「
古
今
集
」
を
気
に
入
れ
ば
、

政
宗
は
献
上
し
よ
う
と
い
う
心
づ
も
り
で
い
た
。
し
か
し
、
家
康
は
こ
れ
を
政

宗
の
も
と
に
留
め
る
よ
う
申
し
下
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
家
康
の
歿
後
、
そ
の
遺
言
状
を
も
と
に
徳
川
義
直
（
一
六
〇
一
─
一

六
五
〇
）
に
譲
ら
れ
た
遺
品
を
列
挙
し
た
『
駿
府
御
分
物
御
道
具
帳
』
に
は
、

「
恋
す
て
ふ
の
色
帋 

壹
幅
」、「
定
家
之
古
今 

二
冊
」
の
二
件
の
記
述
が
見
ら

れ
る
。
こ
の
う
ち
、「
恋
す
て
ふ
の
色
帋
」
は
、
名
古
屋
・
徳
川
美
術
館
に
所
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蔵
さ
れ
る
藤
原
定
家
「
小
倉
色
紙
（
こ
ひ
す
て
ふ
）」
に
該
当
す
る
［
図
六
］。

『
台
徳
院
殿
御
実
記
』
巻
十
七
の
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
十
二
月
十
五
日

の
記
事
に
は
、
島
津
義
久
（
一
五
三
三
─
一
六
一
一
）
の
遺
物
と
し
て
、「
小

倉
黄
門
定
家
卿
の
色
紙
幷
葉
茶
壺
」
が
家
康
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が

記
さ
れ
る
［
註
12
］。「
恋
す
て
ふ
の
色
帋
」
と
の
関
連
を
決
定
付
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
献
上
や
形
見
分
け
な
ど
に
よ
っ
て
定
家
の

筆
跡
が
家
康
に
譲
渡
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
定
家
自
筆
の
書
状
「
山
門
状
」
一
幅
と
「
安
元
御
賀
記
」
一
冊

も
家
康
か
ら
義
直
に
譲
渡
さ
れ
、
同
じ
く
徳
川
美
術
館
に
現
存
す
る
［
註
11
］。

　

茶
道
具
の
蒐
集
に
執
心
し
た
武
家
は
少
な
く
な
い
が
、
家
康
は
、
さ
ほ
ど
こ

れ
に
執
着
し
な
か
っ
た
。
定
家
の
書
に
つ
い
て
も
熱
中
し
て
蒐
集
し
た
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、「
丗
六
人
歌
撰
」
の
筆
跡
に
つ
い
て
、「
冷
泉
家
重

宝
雖
多
之
、
殊
勝
筆
跡
」
と
い
う
よ
う
に
、
詳
細
に
そ
の
書
き
ぶ
り
を
観
察
し

て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
、
家
康
が
少
な
か
ら
ず
定
家
の

書
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

　

 

第
二
節　

冷
泉
為
満
と
の
交
流

　

家
康
の
定
家
愛
好
の
記
録
を
追
っ
て
い
く
と
、
か
な
り
の
頻
度
で
そ
こ
に
冷

泉
為
満
と
い
う
人
物
が
介
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

　

為
満
（
一
五
五
九
─
一
六
一
九
）
は
、
為
益
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
父
の
死

に
伴
っ
て
十
一
歳
で
家
督
を
継
い
だ
。
定
家
に
連
な
る
冷
泉
家
は
、
歌
の
家
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）、
為
満
は
義
兄
の
山
科
言

経
と
と
も
に
正
親
町
天
皇
の
勅
勘
を
蒙
り
摂
津
に
居
を
移
し
た
［
註
13
］。

　

そ
の
状
況
か
ら
脱
す
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
の
が
家
康
で
あ
る
と

言
わ
れ
る
。
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
九
月
二
十
日
、
為
満
は
、
山
科
言
経
に

伴
わ
れ
て
、
ま
だ
有
力
な
大
名
の
一
人
だ
っ
た
家
康
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る

［
註
14
］。

為
満
ト
共
ニ
家
康
ヲ
訪
フ
。
為
満
定
家
筆
三
代
集
及
ビ
後
土
御
門
後
柏
原

後
奈
良
三
天
皇
勅
書
冷
泉
為
家
譲
状
等
ヲ
携
ヘ
家
康
ノ
覧
ニ
供
ス
。
為
満

家
康
ニ
定
家
筆
僧
正
遍
昭
家
集
ヲ
贈
ル
。
家
康
為
満
ヲ
召
抱
ヘ
ン
ト
言
フ

　

為
満
は
、
冷
泉
家
に
襲
蔵
さ
れ
る
古
典
籍
の
う
ち
、「
定
家
筆
三
代
集
」「
後

土
御
門
後
柏
原
後
奈
良
三
天
皇
勅
書
」「
冷
泉
為
家
譲
状
」
な
ど
を
覧
に
供
し
、

定
家
筆
の
「
僧
正
遍
昭
家
集
」
を
献
上
し
た
。
家
康
は
こ
れ
を
こ
と
の
ほ
か
喜

び
、
為
満
を
召
し
抱
え
る
と
伝
え
た
。
こ
う
し
た
人
間
関
係
が
奏
功
し
て
、
慶

長
五
年
（
一
六
〇
〇
）、
為
満
は
勅
勘
を
解
か
れ
た
の
で
あ
る
。
慶
長
十
一
年

に
は
京
に
土
地
を
与
え
ら
れ
、
屋
敷
を
構
え
る
こ
と
も
で
き
た
。

　

冷
泉
家
の
秘
筐
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
定
家
の
筆
跡
が
、
苦
境
に
あ
っ
た
為
満

と
家
康
と
の
あ
い
だ
を
強
く
結
び
付
け
、
冷
泉
家
を
救
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　

山
科
言
経
に
連
れ
ら
れ
て
家
康
と
の
知
遇
を
得
た
為
満
は
、
そ
の
後
も
こ
と
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あ
る
ご
と
に
家
康
の
も
と
に
出
向
い
て
い
る
。
慶
長
八
年
二
月
十
二
日
、
家
康

が
将
軍
宣
旨
を
受
け
る
場
に
も
為
満
は
言
経
の
子
、
山
科
言
緒
ら
と
と
も
に
立

ち
会
っ
た
［
註
15
］。
再
び
「
駿
府
記
」
か
ら
、
家
康
と
為
満
と
の
交
流
の
記

録
を
示
す
こ
と
に
し
た
い
。

慶
長
十
六
年
十
月
一
日

山
科
少
将
言
緒
、
舟
橋
式
部
少
輔
秀
賢
、
冷
泉
侍
従
為
満
自
京
都
着
府
、

則
出
御
前
、

同
十
月
二
日

今
晩
日
野
唯
心
、
山
科
少
将
、
舟
橋
式
部
、
冷
泉
侍
従
、
両
長
老
於
御

前
賜
饗
食
、
茶
後
出
御
、

同
十
月
六
日

山
科
言
緒
、
舟
橋
秀
賢
、
冷
泉
為
満
各
黄
金
一
枚
被
物
二
領
宛
賜
之
、

同
十
月
二
十
一
日

今
日
於
本
城
南
庭
有
御
能
十
一
番
、
少
進
法
印
、
金
春
大
夫
、
金
剛
、

宝
生
等
為
之
、
則
召
近
侍
令
見
之
給
、
山
科
、
冷
泉
、
舟
橋
、
侍
将
軍

家
之
御
傍
而
見
之
、

慶
長
十
七
年
五
月
五
日

飛
鳥
井
中
納
言
雅
庸
、
冷
泉
三
位
為
満
、
舟
橋
式
部
少
輔
秀
賢
昨
日
着

府
、
出
御
前
有
御
雑
談
、

同
五
月
八
日

日
野
唯
心
、
水
無
瀬
一
斎
、
飛
鳥
井
雅
庸
、
冷
泉
三
位
為
満
、
土
御
門

左
馬
久
脩
、
舟
橋
式
部
少
輔
秀
賢
出
仕
、
各
賜
鶴
之
羹
、
有
倭
漢
儒
釈

之
御
雑
談
、

同
六
月
一
日

日
野
唯
心
、
水
無
瀬
一
斎
、
冷
泉
三
位
、
土
御
門
左
馬
権
助
、
舟
橋
式

部
少
輔
、
在
府
諸
武
士
出
仕
、
巳
刻
出
御
、
各
賜
富
士
山
氷
云
々
、

同
六
月
十
六
日

嘉
定
如
例
、
日
野
唯
心
、
水
無
瀬
一
斎
、
飛
鳥
井
中
納
言
、
冷
泉
三
位
、

土
御
門
左
馬
権
助
、
舟
橋
式
部
少
輔
出
仕
、
在
府
諸
武
士
伺
候
、

同
六
月
十
七
日

冷
泉
、
舟
橋
賜
御
暇
、
銀
二
十
枚
綿
子
百
把
帷
子
五
領
宛
被
遣
之
、
是

依
院
御
悩
所
上
洛
也
、

慶
長
十
九
年
三
月
二
十
七
日

冷
泉
中
納
言
為
満
参
府
、
古
今
伝
授
為
可
被
得
也
云
々
、

同
四
月
五
日

摠
持
院
法
華
経
廿
八
品
歌
廿
八
首
献
之
、
於
御
前
冷
泉
金
地
院
令
読
之
、

同
四
月
十
四
日

於
三
之
丸
御
能
九
番
、
五
山
長
老
衆
、
冷
泉
黄
門
見
物
、

同
六
月
十
七
日

冷
泉
中
納
言
弄
花
持
参
捧
御
前
、
是
者
頃
日
自
御
前
可
校
合
之
由
被
仰
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本
也
。

同
七
月
十
八
日

冷
泉
為
満
為
家
御
自
筆
仮
名
遣
左
枚
右
枚
書
様
書
物
、
於
御
前
持
参
備

御
覧
云
々
、

同
八
月
一
日

如
例
出
御
前
殿
、
諸
士
出
仕
、
大
御
所
御
長
袴
、
南
光
坊
、
伝
長
老
、

東
大
寺
衆
、
日
野
唯
心
、
飛
鳥
井
雅
庸
、
冷
泉
為
満
、
唐
橋
已
下
出
仕
、

及
御
雑
談
云
々
、

同
八
月
七
日

山
崎
宗
鑑
自
筆
廿
一
代
集
、
日
野
唯
心
飛
鳥
井
冷
泉
令
見
給
云
々
、

同
十
二
月
五
日

六
条
中
納
言
有
広
、
冷
泉
中
納
言
為
満
、
山
科
宰
相
言
緒
自
京
参
着
、

今
日
御
目
見
、

慶
長
二
十
年
閏
六
月
十
七
日

冷
泉
中
納
言
献
大
比
叡
歌
合
一
冊
、

同
閏
六
月
二
十
一
日

飛
鳥
井
、
冷
泉
、
六
条
、
烏
丸
中
納
言
、
広
橋
弁
、
山
科
、
難
波
、
烏

丸
弁
以
下
各
参
上
、
而
則
為
御
供
（
以
下
割
り
書
き
）
昵
近
公
家
衆
と

号
す

同
七
月
五
日

大
御
所
南
殿
出
御
、
源
氏
物
語
抄
、
公
家
衆
被
成
配
分
、
仮
名
を
可
付

由
被
仰
、
日
野
、
三
条
、
飛
鳥
井
、
冷
泉
父
子
、
烏
丸
也
、

同
七
月
十
九
日

中
院
中
納
言
通
勝
御
礼
、
伝
長
老
、
日
野
唯
心
、
冷
泉
中
納
言
為
満
取

成
被
申
云
々
、

同
七
月
二
十
九
日

於
御
前
数
奇
屋
、
令
中
院
読
源
氏
物
語
箒
木
巻
給
、
金
地
院
、
冷
泉
伺

候
云
々
、

　

為
満
は
、
飛
鳥
井
（
雅
庸
）、
六
条
（
有
親
）、
烏
丸
（
光
広
）、
広
橋
（
兼

賢
）、
山
科
（
言
緒
）、
難
波
（
宗
勝
）、
烏
丸
（
光
賢
）
ら
と
と
も
に
「
昵
懇

公
家
衆
」
の
一
人
に
数
え
ら
れ
、
家
康
に
近
い
公
家
と
し
て
そ
の
信
頼
を
得
た

［
註
16
］。
為
満
は
、
こ
う
し
た
公
家
衆
と
と
も
に
家
康
の
も
と
に
頻
繁
に
参
向

し
た
。

　

な
か
で
も
目
を
引
く
の
は
慶
長
十
九
年
三
月
二
十
七
日
の
記
事
で
あ
る
。

　

こ
の
日
、
為
満
は
、
家
康
に
古
今
伝
授
を
行
う
た
め
に
駿
府
城
に
参
向
し
た
。

公
家
社
会
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
古
今
伝
授
は
、
後
水
尾
天
皇
も
自
ら
継
承

し
た
。
政
権
を
握
っ
た
家
康
は
、
古
今
伝
授
を
受
け
る
こ
と
で
、
文
雅
の
世
界

に
お
い
て
も
天
皇
に
並
ん
で
王
権
の
所
在
を
示
し
た
の
で
あ
る
［
註
17
］。

　

家
康
は
、
時
折
、
所
蔵
の
典
籍
を
為
満
ら
に
見
せ
、
為
満
も
ま
た
家
蔵
の
典

籍
を
家
康
の
覧
に
供
し
た
り
、
と
き
に
献
上
し
た
り
も
し
て
い
る
。
家
康
は
冷
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泉
家
歴
代
の
蔵
書
に
関
心
を
示
す
と
同
時
に
、『
源
氏
物
語
』
や
そ
の
注
釈
書
、

各
種
の
歌
集
な
ど
の
古
典
籍
を
媒
介
と
し
て
為
満
と
交
流
し
た
の
で
あ
る
。
家

康
は
為
満
の
教
養
を
評
価
し
、
と
も
に
能
を
見
物
し
た
り
、
折
々
の
行
事
に
招

い
た
り
し
て
い
る
。

　

為
満
は
定
家
様
の
書
を
よ
く
し
た
人
物
で
も
あ
る
。
家
康
は
、
定
家
の
書
に

直
接
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
書
風
に
親
し
む
と
同
時
に
、
為
満
の
筆
跡
を

通
し
て
定
家
様
に
馴
染
ん
で
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
徳
川
義
宣
氏
が

指
摘
す
る
通
り
、
家
康
と
同
じ
時
期
に
定
家
様
を
得
意
と
し
た
能
書
は
、
冷
泉

家
の
人
物
を
除
く
と
、
小
堀
遠
州
の
父
、
小
堀
正
次
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る

［
註
18
］。

　

家
康
も
継
承
し
た
古
今
伝
授
に
は
、
和
歌
を
書
写
す
る
こ
と
も
含
ん
で
い
る

と
考
え
て
大
過
な
い
だ
ろ
う
［
註
19
］。
後
述
す
る
よ
う
に
、
家
康
が
藤
原
定

家
筆
「
古
今
名
所
」
を
抜
き
書
き
す
る
際
に
は
、
内
容
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
書

風
を
も
取
り
入
れ
て
い
る
。
冷
泉
家
が
歌
道
を
家
学
と
し
て
守
っ
て
き
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
定
家
様
と
い
う
書
流
を
継
承
し
て
き
た
よ
う
に
、
為
満
か
ら
古
今

伝
授
を
受
け
た
家
康
も
そ
の
継
承
者
と
し
て
の
資
格
を
有
し
て
い
た
と
言
え
る
。

定
家
の
歌
学
を
受
け
継
い
だ
冷
泉
家
の
当
主
で
あ
る
為
満
か
ら
古
今
伝
授
を
受

け
た
家
康
が
、
定
家
の
書
風
に
格
別
の
意
識
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。

　

そ
の
一
方
で
、
家
康
に
お
け
る
定
家
の
書
風
の
受
容
は
、
冷
泉
家
の
能
書
と

は
異
な
り
、
通
常
の
書
写
活
動
に
お
い
て
定
家
の
書
の
型
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す

る
も
の
で
は
な
い
。

第
三
章　

家
康
の
定
家
書
風
の
受
容
と
模
写

　

第
一
節　

定
家
の
筆
跡
の
臨
書

　

家
康
は
、
定
家
の
書
を
所
蔵
し
た
り
、
閲
覧
し
た
り
し
た
だ
け
で
は
な
く
、

実
際
に
自
ら
の
書
風
に
取
り
込
ん
で
い
る
。
徳
川
義
宣
編
『
徳
川
家
康
真
蹟

集
』
に
は
、
現
在
、
原
本
を
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
臨
書
が
三
種
、
徳
川
氏

が
臨
書
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
遺
墨
が
二
種
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

一
件
は
、
先
に
紹
介
し
た
藤
原
定
家
筆
「
小
倉
色
紙
（
こ
ひ
す
て
ふ
）」
の

臨
書
で
あ
る
［
図
七
］。
徳
川
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
家
康
の
臨
書
は
、
金
銀

泥
で
洲
浜
に
松
を
描
い
た
縦
二
〇
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
九
・
二
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
料
紙
を
用
い
て
い
る
。「
ひ
と
し
れ
す
」
の
「
す
」
は
、
原
本

が
変
体
仮
名
の
「
春
」
で
書
か
れ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
す
」
を
使

用
し
て
い
る
。
そ
れ
を
除
け
ば
、
行
割
も
含
め
て
比
較
的
原
本
に
忠
実
に
書
き

進
ん
で
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
字
形
や
筆
意
は
原
本
と
異
な
る
点

も
多
く
、
料
紙
も
や
や
大
ぶ
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
精
巧
な
搨
模
本
と
い
う
性

質
の
も
の
で
は
な
く
、
家
康
自
身
の
学
書
に
資
す
る
臨
書
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
こ
れ
と
同
じ
「
小
倉
色
紙
」
を
臨
書
し
た
遺
墨
（
個
人
蔵
、
紀
伊
徳

川
家
伝
来
）
が
一
件
、
ま
た
、
前
半
の
二
行
だ
け
を
臨
書
し
た
遺
墨
（
個
人
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蔵
）
も
一
件
現
存
し
て
い
る
。
前
者
で
は
「
た
ち
に
け
り
」
の
「
に
」
を
脱
落

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
ま
た
徳
川
美
術
館
所
蔵
の
幅
と
同
様
に
、
家
康
の
筆
癖

が
勝
っ
た
臨
書
で
あ
る
。
家
康
が
愛
蔵
し
た
「
小
倉
色
紙
」
を
何
度
も
手
習
い

の
手
本
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
［
註
20
］。

　
「
小
倉
色
紙
（
こ
ひ
す
て
ふ
）」
と
同
様
に
、
家
康
が
所
持
し
た
「
安
元
御
賀

記
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
冒
頭
半
丁
分
の
臨
書
が
残
さ
れ
て
い
る
（
静
岡
・
宝

台
院
蔵
、
図
八
）。

　

後
白
河
法
皇
の
御
賀
の
次
第
を
藤
原
隆
房
が
記
録
し
た
本
を
、
定
家
が
書
写

し
た
「
安
元
御
賀
記
」
は
、
縦
一
七
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
五
・
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
枡
形
本
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
家
康
の
臨
書
は
縦
二

五
・
八
セ
ン
ト
メ
ー
ト
ル
、
横
一
七
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
原
本
よ
り
縦
長

で
大
ぶ
り
の
紙
面
で
あ
る
。
最
後
の
「
て
」
の
字
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
原
本
に

準
じ
て
、
次
の
行
に
書
く
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
前
の
行
に
続
け
て
一
番
下
に
書

き
入
れ
て
い
る
。
書
き
進
ん
で
行
っ
た
と
こ
ろ
で
用
意
し
た
料
紙
に
書
き
き
れ

な
か
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、「
歌
枕
覚
書
」（
茨
城
・
徳
川
博
物
館
蔵
、
図
九
）
は
、
天
理
大
学
附

属
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
藤
原
定
家
筆
「
古
今
名
所
」
を
部
分
的
に
抜
き

書
き
し
た
も
の
で
あ
る
。
縦
一
六
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
六
・
二
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
枡
形
本
に
二
段
に
書
く
原
本
に
対
し
て
、
家
康
は
縦
三
〇
・
二

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
二
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
料
紙
に
三
段
に
書
く
。

　

体
裁
は
異
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
所
の
名
称
は
、
原
本
の
順
に
記
載
さ
れ

て
い
て
、
仮
名
の
使
用
も
書
き
ぶ
り
も
ほ
ぼ
定
家
の
筆
跡
に
倣
っ
て
い
る
。
冷

泉
為
満
か
ら
古
今
伝
授
を
受
け
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
家
康
は
歌
学
に

少
な
か
ら
ぬ
関
心
を
抱
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
合
点
が
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
和
歌
に
対
す
る
熱
意
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
こ
の
臨
書
は
、
テ
キ

ス
ト
と
筆
跡
の
両
面
か
ら
冷
泉
家
の
歌
学
を
学
ぼ
う
と
す
る
家
康
の
姿
勢
を
よ

く
示
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
、
現
在
、
原
本
を
確
認
で
き
る
三
種
の
臨
書
の
ほ
か
、『
徳
川
家

康
真
蹟
集
』
に
掲
載
さ
れ
る
「
拾
遺
愚
草
手
習
」
と
「
僧
正
遍
昭
集
手
習
」
も
、

定
家
の
筆
跡
を
も
と
に
臨
書
し
た
遺
墨
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
［
註
21
］。

　
「
僧
正
遍
昭
集
手
習
」［
図
一
〇
］
の
も
と
に
な
っ
た
写
本
に
つ
い
て
、
徳
川

義
宣
氏
は
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
に
冷
泉
為
満
が
宇
喜
多
秀
家
（
一
五
七

二
─
一
六
五
五
）
の
求
め
に
応
じ
て
『
三
十
六
人
家
集
』
中
の
『
僧
正
遍
昭

集
』
の
末
尾
部
分
を
切
断
し
て
進
上
し
た
も
の
が
、
や
が
て
家
康
の
手
に
渡
っ

た
の
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
［
註
22
］。
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
る

「
御
所
本
三
十
六
人
家
集
甲
本
」
の
「
僧
正
遍
昭
集
」
の
奥
書
に
は
、「
此
二
枚

者
宇
喜
多
宰
相
依
所
望
進
之
也
、
文
禄
三
甲
午
七
月
八
日
羽
林
郎
藤
判
」
と
あ

る
。
こ
れ
は
書
陵
部
蔵
本
の
筆
者
が
親
本
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
筆
写
し
た
も
の

と
み
ら
れ
る
。
そ
の
親
本
の
奥
書
は
「
羽
林
郎
藤
」
す
な
わ
ち
冷
泉
為
満
が
書

写
し
た
も
の
で
、「
二
枚
」
は
為
満
か
ら
宇
喜
多
秀
家
に
贈
ら
れ
た
こ
と
が
わ
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か
る
。

　

前
述
し
た
通
り
、
こ
の
直
後
の
文
禄
三
年
九
月
二
十
日
、
為
満
は
家
康
に

「
僧
正
遍
昭
家
集
」
を
献
上
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
先
の
「
二
枚
」
を
切
り
取

ら
れ
た
「
僧
正
遍
昭
集
」
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
具
体
的
に
は
知

り
得
な
い
が
、
あ
る
い
は
同
一
の
写
本
と
も
考
え
得
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、

宇
喜
多
秀
家
に
割
愛
し
た
「
僧
正
遍
昭
集
」
も
藤
原
定
家
の
手
に
な
る
も
の
で

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

家
康
の
「
僧
正
遍
昭
集
手
習
」
に
目
を
転
ず
る
と
、「
安
元
御
賀
記
」
や

「
歌
枕
覚
書
」
の
書
風
に
近
く
、
定
家
自
筆
本
を
臨
書
し
た
も
の
と
考
え
て
も

不
自
然
は
な
い
。

　

そ
し
て
、
模
写
本
「
熊
野
懐
紙
〈
河
辺
落
葉
・
旅
宿
冬
月
〉」
と
密
接
な
関

係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
「
拾
遺
愚
草
手
習
」
で
あ
る
［
図
一
一
］。『
徳

川
家
康
真
蹟
集
』
に
掲
載
さ
れ
る
遺
墨
は
、
昭
和
四
十
九
年
の
即
売
会
に
出
品

さ
れ
た
の
ち
所
蔵
先
が
不
明
と
な
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
ま
で
は
紀
伊
徳
川
家

の
徳
川
頼
貞
（
一
八
九
二
─
一
九
五
四
）
が
所
持
し
て
い
た
［
註
23
］。

　

縦
二
八
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
十
四
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
素
紙
に

『
拾
遺
愚
草
』
所
収
の
「
河
辺
落
葉
」
の
歌
を
三
行
に
書
く
。
料
紙
の
寸
法
こ

そ
異
な
る
も
の
の
、
模
写
本
「
熊
野
懐
紙
〈
河
辺
落
葉
・
旅
宿
冬
月
〉」
の
一

首
目
と
全
く
同
じ
仮
名
遣
い
と
構
成
で
あ
る
。
こ
の
「
拾
遺
愚
草
手
習
」
は
、

徳
川
義
宣
氏
が
解
説
中
に
示
唆
し
て
い
る
通
り
、
定
家
の
筆
跡
の
臨
書
で
あ
る
。

「
小
倉
色
紙
」
と
同
様
に
、
家
康
は
何
度
か
こ
の
「
熊
野
懐
紙
」
の
臨
書
を
試

み
た
の
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
家
康
は
自
筆
の
和
歌
懐
紙
を
遺
し
て
い
る
。
文
禄
三
年
（
一
五

九
四
）
二
月
に
豊
臣
秀
吉
の
吉
野
詣
に
際
し
て
催
さ
れ
た
、
兼
題
の
歌
会
の
た

め
に
揮
毫
さ
れ
た
懐
紙
で
あ
る
。「
吉
野
懐
紙
」（
宮
城
・
仙
台
市
博
物
館
蔵
）

は
、
こ
の
日
に
参
会
し
た
二
十
人
分
の
懐
紙
を
三
巻
に
仕
立
て
た
も
の
で
、
家

康
の
懐
紙
は
第
二
巻
の
冒
頭
に
収
め
ら
れ
る
［
図
一
二
］。
五
首
の
歌
は
、
た

っ
ぷ
り
と
豊
か
な
線
で
、
懐
を
狭
く
取
り
な
が
ら
、
か
ら
み
合
う
よ
う
に
一
気

呵
成
に
書
き
進
め
ら
れ
て
い
る
。
家
康
の
自
筆
と
し
て
認
め
ら
れ
る
遺
墨
と
し

て
、
ま
た
、
日
本
書
道
史
の
上
で
も
ほ
か
に
例
の
少
な
い
特
徴
的
な
書
風
と
い

え
る
だ
ろ
う
［
註
24
］。
家
康
に
三
十
年
以
上
遅
れ
て
誕
生
す
る
、
烏
丸
光
廣

（
一
五
七
九
─
一
六
三
八
）
と
一
脈
通
じ
る
表
現
で
あ
る
。

　

こ
の
懐
紙
が
書
か
れ
た
文
禄
三
年
は
、
家
康
が
冷
泉
為
満
の
来
訪
を
受
け
た

年
で
あ
る
。
こ
の
懐
紙
を
全
体
的
な
印
象
で
捉
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る

定
家
様
の
、
単
体
で
訥
々
と
筆
を
進
め
る
特
徴
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
部

分
的
に
文
字
を
追
っ
て
い
く
と
、
こ
れ
ま
で
見
た
家
康
の
臨
書
に
も
共
通
す
る

個
性
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
家
康
は
、
定
家
の
書

に
傾
倒
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

家
康
が
定
家
の
筆
跡
に
臨
む
態
度
は
、
総
じ
て
精
巧
な
模
本
制
作
を
目
的
と

す
る
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
書
風
に
引
き
寄
せ
た
手
習
い
と
い
う
べ
き
も
の
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で
あ
る
。

　
『
万
宝
全
書
』
に
収
録
さ
れ
る
『
本
朝
古
今
名
公
古
筆
諸
流
』
の
「
定
家
流
」

の
項
目
に
は
、
為
満
を
は
じ
め
と
す
る
冷
泉
家
歴
代
や
、
定
家
様
を
得
意
と
し

た
小
堀
遠
州
ら
二
十
九
人
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
家
康
の
名
は
見
え

な
い
。「
定
家
流
」
の
書
風
が
、
意
識
的
に
定
家
の
書
風
を
再
現
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
家
康
は
定
家
の
書
風
を
愛
好
し
な
が
ら

も
、
お
お
ら
か
に
構
え
て
自
ら
の
書
風
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
数
多
く
の
定
家

の
遺
墨
に
親
し
む
と
同
時
に
、
歌
を
媒
介
に
為
満
と
交
流
し
た
家
康
は
、
極
め

て
自
然
に
定
家
の
書
の
影
響
を
受
け
入
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節　

模
写
本
「
熊
野
懐
紙
〈
河
辺
落
葉
・
旅
宿
冬
月
〉」
に
お
け
る
家

康
自
筆
の
可
能
性

  

こ
こ
で
改
め
て
、
模
写
本
に
お
け
る
徳
川
家
康
の
自
筆
の
可
能
性
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

  

前
述
の
通
り
、『
徳
川
家
康
真
蹟
集
』
に
掲
載
さ
れ
る
「
拾
遺
愚
草
手
習
」

と
こ
の
懐
紙
の
一
首
目
の
書
き
ぶ
り
は
、
か
な
り
似
通
っ
て
い
る
。
定
家
自
筆

の
「
熊
野
懐
紙
」
の
模
写
本
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
双
方
と
も
に
原
本
に

忠
実
に
書
写
し
よ
う
と
い
う
意
志
が
働
い
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る

が
、
定
家
の
真
跡
と
の
比
較
か
ら
、
忠
実
に
模
写
し
得
た
も
の
と
は
考
え
難
い
。

臨
書
し
た
人
物
の
筆
跡
の
特
徴
が
如
実
に
表
れ
て
い
て
、
特
に
「
あ
」「
を
」

「
は
」「
ゆ
」「
ま
」
な
ど
の
文
字
に
注
目
す
る
と
、
そ
の
傾
向
は
両
者
に
共
通

す
る
。
い
ず
れ
か
と
言
え
ば
、「
拾
遺
愚
草
手
習
」
の
方
が
筆
勢
に
富
む
よ
う

に
見
え
る
が
、
料
紙
の
大
き
さ
や
紙
質
の
違
い
、
ま
た
、
書
写
し
た
時
期
の
違

い
に
起
因
す
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
二
件
は
、
同
筆
の
可
能
性
が
高

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

  

徳
川
義
宣
は
「
拾
遺
愚
草
手
習
」
を
家
康
の
自
筆
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に

は
署
名
が
な
い
。

  

そ
こ
で
、
試
み
に
『
徳
川
家
康
真
蹟
集
』
で
家
康
自
筆
と
さ
れ
る
書
跡
の
な

か
か
ら
、
家
康
の
署
名
の
あ
る
書
跡
の
文
字
を
一
部
抽
出
し
て
模
写
本
「
熊
野

懐
紙
〈
河
辺
落
葉
・
旅
宿
冬
月
〉」
の
文
字
と
比
較
し
た
［
表
1
］。
ま
た
、
署

名
の
あ
る
書
跡
が
書
状
に
偏
る
こ
と
か
ら
、
署
名
は
な
い
も
の
の
徳
川
義
宣
が

真
跡
と
し
て
扱
う
短
冊
や
色
紙
か
ら
も
同
様
に
文
字
を
集
め
た
［
註
25
］。

　
「
を
」「
堂
」「
者
」「
ま
」「
見
」「
ゆ
」「
の
」「
て
」「
す
」「
け
」
な
ど
の
特

徴
は
三
者
に
共
通
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、「
和
」
の
第
一

画
目
を
点
に
作
る
特
徴
は
、
定
家
の
和
歌
懐
紙
に
は
見
ら
れ
な
い
傾
向
で
あ
る
。

模
写
で
あ
る
た
め
に
字
母
が
限
定
さ
れ
、
字
形
も
原
本
の
制
約
を
受
け
て
い
る

が
、
か
な
り
家
康
の
自
筆
の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
文
禄
三

年
の
「
吉
野
懐
紙
」
の
こ
ろ
か
ら
定
家
の
書
へ
と
傾
倒
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、

殊
に
晩
年
の
慶
長
・
元
和
期
の
筆
跡
と
模
写
本
と
は
線
質
な
ど
を
含
め
て
共
通

点
が
多
い
。
こ
れ
は
家
康
が
古
今
伝
授
を
授
か
っ
た
時
期
と
も
重
な
り
あ
う
。



─ 67─

　

こ
の
よ
う
な
臨
書
を
通
し
て
、
家
康
の
日
常
的
な
書
風
が
、
定
家
の
書
に
共

通
す
る
趣
を
内
包
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
家
康
は
、
後
鳥
羽
上
皇
、
寂
蓮
、
藤
原
家
隆
の
三
人
の
「
熊
野
懐

紙
」
を
一
具
に
し
た
も
の
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、『
駿
府
御
分
物

御
道
具
帳
』
に
も
そ
の
記
録
が
残
る
［
註
26
］。
こ
れ
は
幕
末
ま
で
尾
張
徳
川

家
に
伝
来
し
、
現
在
は
京
都
・
陽
明
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
る
。

後
鳥
羽
上
皇
の
懐
紙
は
、
定
家
も
供
奉
し
た
建
仁
元
年
十
月
九
日
の
も
の
、
寂

蓮
と
家
隆
の
懐
紙
は
そ
の
前
年
の
熊
野
御
幸
に
際
し
て
揮
毫
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
み
ら
れ
る
［
註
27
］。
定
家
の
筆
跡
と
同
時
に
、
一
連
の
「
熊
野
懐
紙
」

に
も
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　

家
康
が
数
多
く
の
定
家
の
筆
跡
を
過
眼
し
て
い
た
こ
と
や
、
所
蔵
し
て
い
た

こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
定
家
自
筆
の
「
熊
野
懐
紙
〈
河
辺
落
葉
・
旅
宿
冬
月
〉」

を
臨
書
す
る
動
機
は
十
分
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
少

な
く
と
も
二
度
に
わ
た
っ
て
こ
れ
を
臨
書
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の

原
本
が
家
康
の
手
元
に
所
在
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

伝
来
や
、
家
康
の
定
家
愛
好
の
軌
跡
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
模
写
本

「
熊
野
懐
紙
〈
河
辺
落
葉
・
旅
宿
冬
月
〉」
は
、
徳
川
家
康
の
自
筆
と
推
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

結

　

こ
の
模
写
本
「
熊
野
懐
紙
〈
河
辺
落
葉
・
旅
宿
冬
月
〉」
は
、
大
き
く
分
け

て
二
つ
の
観
点
か
ら
貴
重
な
遺
墨
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

一
点
目
は
、
現
存
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
藤
原
定
家
の
「
熊
野
懐
紙

〈
河
辺
落
葉
・
旅
宿
冬
月
〉」
の
原
本
を
こ
れ
に
よ
っ
て
想
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。
第
三
章
第
一
節
で
「
小
倉
色
紙
」
の
原
本
と
そ
の
臨
書
な
ど
を
確
認

し
た
よ
う
に
、
家
康
の
こ
の
ほ
か
の
定
家
の
筆
跡
の
臨
書
の
姿
勢
か
ら
推
測
す

る
と
、
行
割
や
仮
名
の
使
用
は
も
と
よ
り
、
書
き
ぶ
り
に
い
た
る
ま
で
原
本
に

忠
実
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
か
つ
て
、「
峯
月
照
松
・
浜
月
似
雪
」
の
懐
紙

は
、
陽
明
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
近
衛
信
尹
の
模
写
本
に
よ
っ
て
の
み
そ
の
存
在

が
知
ら
れ
て
い
た
。
原
本
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
以
上
、
近
世
初
期
の
模
写
本

は
一
定
の
価
値
を
有
す
る
と
言
え
る
。

　

二
点
目
は
蓋
表
の
記
述
の
通
り
、
こ
の
懐
紙
が
徳
川
家
康
筆
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
。
家
康
の
定
家
愛
好
は
、
そ
の
筆
跡
の
み
な
ら
ず
和
歌
へ
の
関
心

と
も
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
宮
廷
文
化
の
受
容
と
継
承
を
背
景
と

す
る
文
化
戦
略
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
家
康
と
定
家
の
書
跡
と
の

接
点
に
は
し
ば
し
ば
冷
泉
為
満
が
介
在
し
て
お
り
、
冷
泉
家
の
書
法
を
、
古
今

伝
授
を
は
じ
め
と
す
る
歌
学
と
も
に
家
康
が
修
得
し
た
面
も
あ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

家
康
に
少
し
遅
れ
て
定
家
様
を
盛
ん
に
用
い
る
よ
う
に
な
る
小
堀
遠
州
が
よ

く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
家
康
の
定
家
愛
好
は
、
定
家
の
子
孫
で
あ
る
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冷
泉
家
を
除
け
ば
か
な
り
早
い
時
期
に
属
す
る
も
の
で
、
近
世
の
定
家
の
筆
跡

愛
好
の
起
点
を
成
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
先
ん
じ
て
武
野
紹
鴎
が
定

家
筆
「
あ
ま
の
原
」
の
色
紙
を
茶
席
に
用
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
定
家
の
筆
跡

が
再
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
他
方
、
実
際
の
書
写
活
動
に
定
家
の

書
風
を
取
り
込
む
よ
う
に
な
っ
た
初
期
の
人
物
と
し
て
、
家
康
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
実
権
を
握
っ
た
家
康
の
筆
跡
が
、

周
囲
の
人
物
の
書
に
関
す
る
志
向
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註１　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
る
『
姫
路
酒
井
家
宝
器
明
細
簿 

乾
・
坤
』

は
、『
姫
路
美
術
工
芸
館
紀
要
2
』（
射
矢
真
紀
解
説
、
姫
路
市
書
写
の
里
・
美

術
工
芸
館
、 

平
成
十
三
年
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
同
書
一
四
八
頁
。

２　
『
逾
好
日
記
』（
三
巻
）
は
、
粟
田
添
星
『
酒
井
宗
雅
茶
会
記
』（
村
松
書
館
、

昭
和
五
十
年
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
参
照
し
た
。

３　

粟
田
添
星
編
集
の
『
酒
井
蔵
帳
』
は
、『
酒
井
宗
雅
茶
会
記
』
の
ほ
か
『
茶
道

古
美
術
蔵
帳
集
成
』（
小
田
栄
作
編
、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
五
十
二
年
）
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。

４　
『
訳
注
藤
原
定
家
全
歌
集
』
上
巻
（
河
出
書
房
新
社
、
昭
和
六
十
年
）、
歌
番
号

二
七
二
九
河
邊
落
葉
「
そ
め
し
秋
を
く
れ
ぬ
と
た
れ
か
岩
田
河
ま
だ
浪
こ
ゆ
る

山
ひ
め
の
そ
で
」、
二
七
三
〇
旅
宿
冬
月
「
い
は
浪
の
ひ
ゞ
き
は
い
そ
ぐ
た
び

の
い
ほ
を
し
づ
か
に
す
ぐ
る
冬
の
月
か
げ
」。

５　

こ
の
建
仁
元
年
の
熊
野
御
幸
に
つ
い
て
は
、
そ
の
詳
細
な
旅
程
を
藤
原
定
家
が

自
筆
で
「
熊
野
御
幸
記
」（
東
京
・
三
井
記
念
美
術
館
蔵
）
に
遺
し
て
い
る
。

三
井
記
念
美
術
館
・
明
月
記
研
究
会
編
『
国
宝
熊
野
御
幸
記
』（
八
木
書
店
、

平
成
二
十
一
年
）
に
全
体
が
影
印
さ
れ
、
全
文
が
翻
刻
さ
れ
る
と
同
時
に
現
代

語
訳
と
注
釈
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
「
熊
野
御
幸
記
」
の
記
事
に
関
し

て
、
こ
れ
を
参
照
し
、
引
用
し
た
。
十
月
十
三
日
の
記
事
は
十
五
・
十
六
頁
、

四
十
三
・
四
十
四
頁
。

６　

兼
築
信
行
「
熊
野
御
幸
に
お
け
る
定
家
の
和
歌
」（
前
掲
『
国
宝
熊
野
御
幸
記
』

所
載
）
一
七
七
～
一
七
八
頁
。

７　

定
家
自
筆
の
「
熊
野
懐
紙
」
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
実
見
調
査
に
基
づ
い
た
、

古
谷
稔
『
中
国
書
法
を
基
盤
と
す
る
日
本
書
道
史
研
究
』
第
四
章
「
藤
原
定
家

の
書
と
そ
の
周
辺
」
に
詳
し
い
。「
深
山
紅
葉
・
海
辺
冬
月
」、「
峯
月
照
松
・

浜
月
似
雪
」
に
つ
い
て
、
主
に
こ
れ
を
参
照
し
、
公
家
と
武
家
文
化
調
査
委
員

会
編
『
熊
野
懐
紙
』（
霞
会
館
、
平
成
十
八
年
）
を
補
助
的
に
用
い
た
。

８　

久
曾
神
昇
は
、「
熊
野
懐
紙
」
の
う
ち
、
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
十
二
月
三

日
に
切
目
王
子
の
和
歌
会
で
揮
毫
さ
れ
た
「
遠
山
落
葉
・
海
辺
晩
望
」
の
藤
原

公
経
（
一
一
七
一
‐
一
二
四
四
）
の
懐
紙
が
二
件
存
在
す
る
こ
と
を
挙
げ
、
草

稿
と
浄
書
本
と
が
存
在
す
る
と
し
て
い
る
（『
仮
名
古
筆
の
内
容
的
研
究
』
四
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二
六
・
四
二
七
頁
、
ひ
た
く
書
房
、
昭
和
五
十
五
年
）。
兼
築
信
行
も
こ
れ
を

引
用
し
、
こ
の
「
峯
月
照
松
・
浜
月
似
雪
」
が
下
書
き
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
（「
熊
野
御
幸
に
お
け
る
定
家
の
和
歌
」
一
七
八
頁
）。

９　

徳
川
義
宣
は
、『
徳
川
家
康
真
蹟
集
』（
角
川
書
店
、
昭
和
五
十
八
年
）
の
総
論

で
、
家
康
が
定
家
の
書
を
所
持
し
、
臨
書
を
繰
り
返
し
た
例
を
挙
げ
た
う
え
で
、

「
定
家
様
が
寛
永
期
に
盛
ん
と
な
っ
た
の
も
、
そ
れ
を
家
康
が
習
ひ
学
ん
だ
が

故
で
あ
り
、
そ
の
始
祖
は
小
堀
遠
州
と
見
る
よ
り
、
む
し
ろ
家
康
と
捉
へ
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
と
同
様
の
論
が
「
家
康
の

書
…
現
は
れ
た
新
た
な
人
間
像
」（『
家
康
の
書
と
遺
品
』
展
カ
タ
ロ
グ
、
徳
川

美
術
館
・
五
島
美
術
館
、
昭
和
五
十
八
年
）
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
松
茂

美
は
、
藤
原
定
家
の
尊
重
と
定
家
流
に
つ
い
て
、「
藤
原
定
家
筆
跡
茶
会
使
用

例
一
覧
（
室
町
末
期
～
江
戸
時
代
）」
を
作
成
し
、
具
体
例
を
示
す
（『
日
本
書

流
全
史
（
上
）』
五
七
七
～
五
八
三
頁
、
講
談
社
、
昭
和
四
十
五
年
）。
こ
の
な

か
に
は
家
康
の
事
跡
も
含
ま
れ
て
お
り
、
家
康
が
定
家
の
書
を
所
持
し
て
い
た

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
同
書
五
八
四
頁
）。
清
水
実
「
徳
川
家
康
と
そ
の
遺

愛
品
に
み
る
文
化
的
側
面
」（『
徳
川
家
康
の
遺
愛
品
』
展
カ
タ
ロ
グ
、
三
井
記

念
美
術
館
、
平
成
二
十
二
年
）
や
名
児
耶
明
『
書
の
見
方
』（
角
川
学
芸
出
版
、

平
成
二
十
年
）
な
ど
に
お
い
て
も
、
家
康
が
定
家
の
書
に
傾
倒
し
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

10　
『
史
籍
雑
纂 

第
二
』（
続
群
書
類
従
刊
行
会
、
昭
和
四
十
九
年
）
所
収
。

11　

徳
川
義
宣
が
『
徳
川
家
康
真
蹟
集
』
総
論
で
指
摘
し
て
い
る
。

12　
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
三
十
八 

徳
川
実
記
第
一
篇
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三

十
九
年
）
五
七
〇
頁
。

13　

冷
泉
為
満
の
履
歴
と
文
事
に
つ
い
て
、
小
倉
嘉
夫
「
為
満
の
流
寓
と
冷
泉
家
蔵

書
」（『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
月
報
49
』
朝
日
新
聞
社
、
平
成
十
四
年
）、
大
谷

俊
太
「
付
論
─
冷
泉
為
満
と
徳
川
家
康
─
古
今
伝
授
の
意
味
」（『
和
歌
史
の

「
近
世
」
道
理
と
余
情
』
ぺ
り
か
ん
社
、
平
成
十
九
年
）
を
参
考
に
し
た
。

14　
『
大
日
本
古
記
録 

言
経
卿
記 

六
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
四
年
）
一
四
八
頁
。

句
点
の
み
付
し
た
。

15　
「
慶
長
日
件
録
」
第
一
（『
史
料
纂
集
』、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
五
十
六

年
）
二
十
六
・
二
十
七
頁
。

16　

こ
の
記
事
は
姓
の
み
の
記
載
で
正
確
に
個
人
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

生
歿
年
や
位
階
、
前
後
の
記
事
な
ど
を
参
考
に
推
量
し
た
。

17　

大
谷
俊
太
「
付
論
─
冷
泉
為
満
と
徳
川
家
康
─
古
今
伝
授
の
意
味
」。

18　
［
註
９
］
参
照
。「
定
家
様
の
流
れ
（
早
わ
か
り
）」「
定
家
様
人
物
年
表
」（
特

別
展
『
定
家
様
』
カ
タ
ロ
グ
、
五
島
美
術
館
、
昭
和
六
十
二
年
）。

19　

新
井
栄
蔵
「
古
今
伝
授
の
成
立
─
飯
尾
宗
祇
か
ら
御
所
伝
授
ま
で
」（
特
別
展

『
定
家
様
』
カ
タ
ロ
グ
）
一
二
一
頁
。

20　

徳
川
義
宣
は
、『
徳
川
家
康
真
蹟
集
』
の
解
説
で
、
紀
伊
徳
川
家
伝
来
の
一
件

が
、
徳
川
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
遺
墨
に
先
だ
っ
て
揮
毫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
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と
推
定
し
て
い
る
。

21　
『
徳
川
家
康
真
蹟
集
』
図
版
編
、
一
六
六
、
一
七
〇
～
一
七
二
頁
。
こ
の
二
件

の
遺
墨
の
名
称
は
こ
れ
に
従
っ
た
。

22　
『
徳
川
家
康
真
蹟
集
』
解
説
編
、
九
十
二
～
九
十
五
頁
。

23　
『
徳
川
家
康
真
蹟
集
』
解
説
編
、
九
十
・
九
十
一
頁
。

24　
『
桃
山
の
遊
楽
』
展
カ
タ
ロ
グ
（
仙
台
市
博
物
館
、
平
成
二
年
）、「
吉
野
懐
紙
」

解
説
。

25　

比
較
表
の
文
字
の
下
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
、『
徳
川
家
康
真
蹟
集
』
の
図
版
番

号
で
あ
り
、
年
号
は
制
作
年
を
示
す
。

26　
『
徳
川
家
康
生
誕
四
五
〇
年
記
念 

家
康
の
遺
産
─
駿
府
御
分
物
』
カ
タ
ロ
グ

（
徳
川
美
術
館
、
徳
川
博
物
館
、
平
成
四
年
）
六
十
七
、
二
三
〇
頁
。

27　
［
註
７
］
参
照
。

付
記

　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
元
本
学
教
授
古
谷
稔
先
生
に
貴
重
な
ご
意
見
を

賜
り
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

図
一　

模
写
本
「
熊
野
懐
紙
」
本
紙



─ 71─

図
四　

藤
原
定
家
筆
「
熊
野
懐
紙
〈
深
山
紅
葉
・
海
辺
冬
月
〉」（
公
家
と
武
家
文
化
調

査
委
員
会
編
『
熊
野
懐
紙
』
六
十
五
頁
）

図
二　

箱
書

図
三　

付
属
紙
片
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図
五　

藤
原
定
家
筆
「
熊
野
懐
紙
〈
峯
月
照
松
・
浜
月
似
雪
〉」（
三
井
記
念
美
術
館
・

明
月
記
研
究
会
編
『
国
宝
熊
野
御
幸
記
』
口
絵
）

図
六　

藤
原
定
家
筆
「
小
倉
色
紙
（
こ
ひ
す
て
ふ
）」（『
家
康
の
書
と
遺
品
』
展
カ
タ

ロ
グ
五
十
一
頁
）
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図
七　

家
康
筆
「
模
写
本
小
倉
色
紙
（
こ
ひ
す
て
ふ
）」（
徳
川
義
宣
編
著
『
徳
川
家
康

真
蹟
集
』
一
六
七
頁
）

図
八　

家
康
筆
「
模
写
本
安
元
御
賀
記
」（『
徳
川
家
康
真
蹟
集
』
一
七
三
頁
）
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図
九　

家
康
筆
「
歌
枕
覚
書
」（『
徳
川
家
康
真
蹟
集
』
一
七
四
頁
）

図
一
〇　

家
康
筆
「
僧
正
遍
昭
集
手
習
」（『
徳
川
家
康
真
蹟
集
』
一
七
一
頁
）
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図
一
一

　家
康
筆
「
拾
遺
愚
草
手
習
」（『
徳
川
家
康
真
蹟
集
』
一
六
六
頁
）

図
一
二

　家
康
筆
「
吉
野
懐
紙
」（『
桃

山
の
遊
楽
』
展
カ
タ
ロ
グ

　二
頁
）



─ 76─

模写本「熊野懐紙」 署名や花押のある遺墨

7 書状　永禄 4

40 書状　慶長 12

35 書状　天正 19

108 和歌短冊

あ

表１

を

れ

と（登）

署名のない短冊・色紙

43 書状　慶長 16

108 和歌短冊

108 和歌短冊

118 和歌短冊

105 和歌短冊

105 和歌短冊

105 和歌短冊

105 和歌短冊

105 和歌短冊

補 27　吉野懐紙　文禄 3

補 27　吉野懐紙　文禄 3

補 27　吉野懐紙　文禄 3

補 27　吉野懐紙　文禄 3

補 27　吉野懐紙　文禄 3

補 27　吉野懐紙　文禄 3

43 書状　慶長 16

47 書状　元和 2
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109 和歌色紙

た（堂）

124 小倉色紙写

33 書状　天正 15 ～ 16

は（者）

101 和歌短冊

110 和歌詠草

補 27　吉野懐紙　文禄３

38 書状　文禄４～慶長１

38 書状　文禄４～慶長１

補 27 吉野懐紙 文禄３

108 和歌短冊

た

７書状　永禄４

補 27　吉野懐紙　文禄３

39 書状　文禄２～慶長５

39 書状　文禄２～慶長５

43 書状　慶長 16

104 和歌短冊
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み（見）

補 27　吉野懐紙　文禄 3

は

補 27　吉野懐紙　文禄 3

補 27　吉野懐紙　文禄 3

ま

７書状　永禄４ 40 慶長 12 105 和歌短冊

補 27　吉野懐紙　文禄 3

35 書状　天正 19
36 書状　天正 19 105 和歌短冊

42 書状　慶長 16

補 27　吉野懐紙　文禄 3

補 27　吉野懐紙　文禄 3
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34 書状　天正 16 ～ 18

ゆ

34 書状　天正 16 ～ 18

ひ

の

38 書状　文禄４～慶長１

33 書状　天正 15 ～ 16

45 書状　元和１頃

33 書状　天正 15 ～ 16

補 27 吉野懐紙　文禄３

40 書状　慶長 12

45 書状　元和１頃

33 書状　天正 15 ～ 16

46 書状　元和２

37 書状　文禄２

補 27 吉野懐紙　文禄３

47 書状　元和２

110 和歌詠草

101 和歌短冊

118 和歌短冊

104 和歌短冊

104 和歌短冊

101 和歌短冊

106 和歌短冊



─ 80─

49 請取状　永禄７～８ 補 27　吉野懐紙　文禄 3

補 27　吉野懐紙　文禄 3

す

け

て

46 書状　元和２ 47 書状　元和 2 118 和歌短冊

46 書状　元和２

７書状　永禄４

47 書状　元和２

35 書状　天正 19

46 書状　元和２頃

124 小倉色紙写

104 和歌短冊

補 27　吉野懐紙　文禄 3

38 書状　文禄４～慶長１
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111 和歌手習

和

補 27 吉野懐紙　文禄３

謌・詠

家

補 27 吉野懐紙　文禄３

補 27 吉野懐紙　文禄３




